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<開催予定日>  令和 5年度
2024年 3月 17日 (日 )13:30～ 15:30

会場:町家サロン むじん蔵 (有松バス停下草すぐ神社の南となり)

住所 :金沢市有松 1-4-7  奮076-241-■66

参加者の連絡先 :090… 2037-1161(大田) 090-3765-0340(上 国)
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OPLL友 の会 第 23回 定 期 総 会 の 案 内

5/19(日 )13:00 14:00

令和 5年度医療講演会 (公開講座)

講 師 :小松市 牧野整形外科医院院長・ 牧野 孝洋先生
[タ イトル]   脊柱靭帯骨化症
「～骨 (脊柱)と神経 (脊髄)か ら見た症状と外科治療～」

5/19(日 )14:00～ 16:00

場所 :金沢市近江町交流プラザ (金沢市青草町88番地)
近江町いちば館 4階 (集会室)
X牧野先生に質問がありましたら事務局まで連絡下さい。

会員には往復はがきを郵送する予定です。     ・・

※役員をやってみたいと思われる方は 5月 10日 までに事務局へ連絡
下さい。楽しいですよ TEL090‐ 3765-0340(上口)
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令和 6年 1・ 1 能登半島地震に思う
.                              副会長兼事務局長 上回 勲
2024年 はとんでもないスター トとなった。
能登半島地震 により被災 された皆様 に、心 よりお見舞い申 し上げます。

大晦日からの恒例の家族パーティーも初詣も済、お墓参りも済ませ、家族団らんは終わ

り、年賀状の整理をしていた頃 1月 1日 16時過ぎに (金沢)震度 3の揺れの地震があ
り、輪島震度 5強 と速報があり、県職員の孫に県庁へ集まるように伝えようと思った時、

地震速報が入り、金沢では 1分近くの震度 5強の揺れあり怖くて机の下へ頭を入れて耐

えていた。志賀町震度7と速報があり、その後余震が10分おき位にあり、石川県はなく
なるのではないかと思ったものです。

翌日 (2日 )に は羽田空港から被災地救援物資を運ぶ予定だった海上保安庁の航空機が

日航機と衝突し、2機とも炎上。海上保安庁の 5人は死亡した。

地震発生後 5日間は金沢陸上自衛隊駐屯地からは支援物資らしいヘジコプバーが我が家

の上空周辺に頻繁にバタバタと飛んでいる。非常時なので仕方がないが体が落ち着かな

い日々であった。

被災地には自衛隊が急行し。救出活動やインフラ復旧などを今も続けている。自治体、消

防、警察、医療だけでなく電話会社、コンビニ、民間企業を含む様々な人たちが正月返上

で被災者のために全国から働いている現状。

今回話題になったのは、大津波警報の出た時のNHKの山内泉アナウンサーの「絶叫」は
すごかった。「早く逃げて下さい」「テレビを見てないで早く高台に逃げて下さい」と日

頃の訓練からでしょうが怖くてすごかった。

羽田空港の事故は日航機の乗客が全員無事でアメリカのメディアも「奇跡」と報道があ

った。荷物を持たないで脱出したのが成功したようです。これも訓練で成功したと日航

機側が言っていました。

輪島市における大火災は木造住宅密集地域における火災ジスクを改めて浮き彫りにした。

神戸地震の教訓もあるが若者がいれば再建もなるが高齢者では再建はできそうにない。

知事からは道路を使った能登半島への移動は控えるよう呼び掛けている時に政治家や炊

き出しに行きたい人達の気持ちはわかるが、ガタガ芽の国道、県道は混み優先車が動け

ず、救出作業等は遅れたようだ。

死者は1月 11日現在 213名 となっている。 1月 30日現在 238名 不明者 19名
県内外からの救援隊には感謝、感謝です

～

2

32



¬

第二種郵便物承認 HSK(かがやきNo.94)通巻 5886号  2024年 2月 15日発行

r攻燥偉え←粧 を無■体0隣業もし4ヽ卓すか?ユ ケセラセ→難OBB
OPLL亭 なお る臓 (牧野贔幸)

元旦が青夫の瞬盟 ! 今回の地農の教削は、①手元此貴重品、上

着・靴・ヘルメット②簡易Mレの情蓄・井戸の確郎③携帯、車は帝に「講

タン」に

「ぉ守んばれ描登: おこんばれ石川!J きあ、復興に向けて、頑張りましょう。
毎年、日本の何挫かで災害が発生し、想定外だつた、過去の反省が活かされてもヽないとの

声が上がります。では4自分の体の防災はどうなのだろう。体の防災とIよ、体の中で起を

る災書 (①喧.e′鶴 ,①転鶴)から身を守り、少しでも影響を少なくなるよう日頃から

心掛けることです。そうすることが災書の発生時には、音善んの体を守うてくれると思い

ます。体の次の駒策に努め、着き活吉元気に偉庫長寿て、能登を応援して行きましょう。

0癌・・・体温を一℃上げる温活.ウォ■ンク・・A'り,卜還耐て、マイオカイン効果を。

② 韓 ・・漁・う口舟、二幸二二温続発綿 。島参善腸癖洛凛と携絲 ●善プラう。

③転観D口 骨粗しょうたの治療.ウォ■ンゲeA'ワフト.骨盛を立てた要勢 (Pゞ ,ス)維持.

いつものウ十‐キング、貯赫が。もしもの時に大きな支えになります。『地盤を知ろう」

なおる臓のケセラセう ゆうらり、揺れてもへつちゃらだ一。

『 今日は、何か体が揺れるな、二日酔いかな?ひえ―地震だぜ、上さん』くな親購)
『何をすつ頓撤 こと言つているんだ∴地農だよ、地震。ここ1よ但守て地たから早く

逃げないと焼け死んじまうよ。火除けの空書地に早く遇1ザよう!お前さんよ上さん)

『分かつているって, 足が覇由かね―だ、まるで館のよう1こダニャグニヤだ。』(なお詢

『だから言わんこつちゃない。警段から運動してつて、言つたじやない力、』(上さん)

『二人とも何やつているんだ、早くこつちに来な。 危ねえ、頭、気を付ける!』伏家さん)
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能登半島地震の被害

事務局長 上口 勲

能登穴水町の親族家族では 1月 10日 18時 (10日 ぶり)に電気が点いたと大喜びで

した。蝋燭もなくなり。灯油も少なくなり、「早くこいこい」とメールがあり、電気が,煮

いたら「明るい―」と、,これで何とか生活が出来そうです。水道は出ないが自衛隊が近く
まで給水車で運んでくれるので我慢するしかないようだ。修繕は3月 になるかも?

後は屋根瓦の補修で危ないからブルーシー トをかける勉強をして保護しなければならな
い。瓦業者は、てんてこ舞で「3月 以後まで待つてくれ」といっている。

私たちのOPLL会員の役員には全員連絡が繁がりましたが中能登町は電気が来ている
が水がない。 トイレが使えず困つていると云つていました。自宅の隣の小屋に住んでい
るそうです。

能登地区の会員宅には携帯でない方は繋がりませんでした。災害の時は携帯のショー ト
メールが良いようだ。

繋がりましたら今後記録していきます。 1月 11日 現在

提供 :赤旗日曜版 2024年 1月 14日号より
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、
甚
式
な

校
当
を
４
し
ま
し
た
∴．

捜
漁
斌
は
能
登
半
島
の

北
癬
に
造
９
て
北
貞
か
ら

南
房
へ
１
５
０
デ
に
及

び
、
商
環
定
糠
料
し
た
権

数
の
断
層
が
迫
勅
し
て
い

る
と
み
弟
４
ま
す
こ

霞
源
域
は
、
０
で
に
知

ら
れ
て
い
る
監
湘
沖
【
輸

島
神
、
標
曲
沖
な
土
の
河

底
り
活
断
婚
に
対
応
し
て

い
ま
す
．
こ
の
洵
底
渡
断

層
が
今
回
の
大
地
震
を
事

き
運
こ
し
た
の
か
、
そ
れ

と
も
そ
れ
ら
と
並
行
す
る

剤
¢
競
暇
の
活
動
に
よ
っ

て
究
〓
Ｌ
た
め
か
は
、
今

後
詳
細
十に
力
行
す
る
必
要

が
あ
り
〓
す
。

通
常
【
器
発
地
一驀
ほ
廷

丈
腱
曽
お
勢
地
■
で
マ
ク

マ
エ
打
彰
航
坤
雪
よつ
⌒
一洋
一卜に
，一、

，
て
発
生
し
ま
す
¨
涵
火

と
が
な
い
能
登
半
島
ｔ
案

部
で
と
な
ぜ
群
発
地
震
が

起
き
る
の
か
は
「
守
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
メ
カ
エ
イ
ム
を
解

明
す
る
た
め
に
、
京
都
大

学
鱗
災
新
究
軒
と
と
沢
大

半
は
、
八
Ｉ
縛
塁
を
利
用

し
て
泣
越
を
測
定
奪
る
シ

ス
テ
ム

（Ｓ
Ｎ
碁
Ｓ
一
を

使
っ
て
地
殻
変
動
を
詳
細

に
分
析
し
ま
し
た
。
そ
の

絡
果
、
こ
れ
ま
で
の
群
発

地
震
は
、
地
殻
の
深
い
と

こ
ろ
か
ら
上
昇
し
た
大
量

ⅢⅢ君瞬哺鳴F!

の
流
体
が
原
因
で
■
七
む

た
こ
と
が
明
ら
か
ｔｒ
な
り

ま
し
た
。
流
体
感
珀
京
ド

ー
ム
２３
細
分
に
導
す
る
と

棲
定
さ
れ
ま
す
ｒ↑

さ
ら
に
地
震
波
の
よ
う

り
方
や
電
磁
気
却
な
手
法

で
地
殻
を
調
べ
る
と
、　
一

連
の
地
震
活
動
の
傾
域
の

地
下
深
く
に
、
地
醤
渡
の

地
震
の

伝
■
る
落
震
が
選
い
流
体

が
存
在
す
る
こ
と
、
水
の

よ
う
に
電
気
を
通
し
や
す

い
領
城
が
あ
る
こ
と
が
分

か
ｔｌ，
ま
，Ч
指

斯
層
が
不
安
定

に

こ
れ
ら
の
研
究
の
結

卵
、
能
登
半
島
北
棄
部
の

群
発
地
震
活
動
は
尋
地
下

か
ら
上
昇
し
た
水
の
よ
う

な
流
腋
撫
絵
嬰
本に
傾
斜
す
・

る
断
層
帝
に
入
り
、
断
目

の
書
盤
を
膨
張
さ
せ
る
と

と
も
て
、
ゆ
む
≡ｒ、り
Ｌ
し

た
対
層
す
べ
ｂ

⌒ス
田
―

ユ
‐
・
，
メ
ア
）
を
引
き
起
こ

し
て
珂
団
の
断
層
が
不
安

定
に
な
っ
た
０
流
体
が
断

層
常
に
治
っ
て
上
昇
し
、

浅
い
部
分
の
規
模
の
小
さ

な
断
層
も
動
き
や
す
く
な

一
た
Ｉ
と
い
う
と
つ
の
要

因
に
よ
っ
て
継
綾
し
て
き

た
と
考
え
ら
れ
京
す
↑

今
題
の
大
地
悪
の
護
瀑

付
遍
意
、
こ
の
■
つ
の
影

糾
を
強
く
受
け
る
場
所
で

す
。
そ
れ
ら
の
影
甘
に
よ

っ
て
大
地
語
が
誘
発
さ
れ

た
と
み
ら
れ
ま
す
す

４
′回
つ
大
地
霊
ｔ
よ
っ

て
地
殻
の
ひ
す
み
が
変
化

し
、
能
整
半
島
周
隠
の
活

断
潤
や
地
下
の
断
騨
は
地

震
が
起
こ
り
や
す
い
状
態

に
な
字
で
い
る
と
巧
え
ら

れ
ま
す
争

今
後
は
も
っ
Ｌ
広
い
輛

囲
で
、
規
模
の
大
き
な
地

震
と
、
旨
韓
以
前
に
到
華

す
る
お
そ
れ
の
あ
る
停
捜

の
尭
生
に
洋
意
」
′な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
ｊ回
り

大
地
袋
に
よ
る
地
魁
隆
観

に
よ
っ
て
珠
謝
市
の
諄
滞

観
測
計
が
綴
剤
不
能
進
な

っ
て
い
ま
す
。
早
急
に
脅

畑
とノ
、
海
域
も
ふ
く
め
士

鍛
剤
桶
を
新
設
‘
機
に
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

闘
着
手
　
宇
野
誰
彦
記
者

屯ミ|モ

輪
鳥
は
木
造
か
わ
ら
ぶ
き

の
家
が
多
く
、
多
く
が
金
・

半
壌
し
て
い
ま
す
。
私
の
家

は
耐
震
工
事
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
建
物
が
ゆ
が
み
、
ふ

す
ま
が
は
ま
ら
な
く
な
り
ま

し
た
。
市
民
の
誇
り
だ
っ
た
朝
市

が
、
火
事
で
焼
け
野
原
に
な

り
、
み
ん
な
大
変
な
シ
ョ
ッ

ク
で
す
。

最
低
気
温
は
零
度
近
く
に

な
り
ま
す
。
停
電
で
暖
房
も

使
え
ず
〔
寒
く
て
家
に
い
ら

府
．芸
ぜ
Ａ
．
そ
の
た
め
両
親

を
連
舟
↓て
、
電
気
の
通
じ
て

い
る
額
４
交
誠
つ
造
鼈
所
に

行
き
ま
し
た
　
要
今
詩
３
〔

母

（８３
）
に
避
難
莉
募
ら
」

は
き
つ
か
っ
た
。
両
親
は
、

６
日
に
金
沢
に
移
り
ま
し

た
。学
校
の
体
育
館
の
避
難
所

は
寒
さ
が
ひ
ど
い
。
だ
る
ま

ス
ト
ー
プ
を
持
ち
込
ん
で
、

み
ん
な
何
枚
も
重
ね
着
し

て
、
布
団
に
く
る
ま
っ
て
い

ま
す
。
床
に
ひ
く
断
熱
材
が

欲
し
い
と
い
う
要
望
が
出
て

い
ま
す
。

道
路
が
寸
断
し
救
援
物
資

が
ほ
と
ん
ど
層
い
て
い
ま
せ

ん
。
食
事
は
７
日
と
８
日
は

，
日
１
回
の
炊
き
出
し
以

外
、
パ
シ
ー
個
か
ど
ら
焼
き

１
個
で
し
た
。

風
昌
に
も
入
れ
ま
せ
ん
。

金沢大学教授
(地震学〕

平松 良泄iさぇ
に開く

日本業涯党硝由市B
効鐙 史

`1日

さ
ん(ら3)

し、
に選難
羮
館
級
脅
が
体
宅
機
自
学

能豊半島

1

日
の
食
事
は
1

度
の
炊
き
出
し
と
′ヽ
ン
1

個

―
ジ

こ

=イ

と半毒け北頭党端部こ圭浜x●
II生票1言控■命資料をもと:=・ =土

，
｝
一
〓
‘

＝

ｔ下
‐―
葉
　
　
一う
県

隣
向
亡
て

〓
き
り
も
隙
間
も

な
い
遅
藍
手
生
活
，
中
央
が

鴛
覺
銀
〓
ｉ
　

ミ^
頚
、
石
川

口
葎
主
在
　
ヽ
走
一́
】え
握

り

焼
≡
二
こ
れ
た
人
は
、
着
の

奏
書
を
ま
ま
で
着
替
え
も
あ

い
Ｌ
ユヽ
■
完
へ．

ミ
藍
芋
は
ど
こ
も
仕
切
り

■
曹
と
、
最
低
限
の
プ
ラ
イ

一

・・

と
票
て
ま
せ
ん
。
み

イ‘‐）≡
梗
上
か
た
ま
っ
て
い
ま

す
．
〓
と
な
改
善
が
必
要
で

す
ュエ
〓
・１■
）た
命
を
二
次
被

雪
て
ｉ
ｔ
せ
な
い
た
め
、
鴬

コ
全
議
員
の
力
も
借
り
て
、

幕
患
・な
改
善
を
国
に
求
め
て

一いヽ
一一と，，一ｒｙ．、

766

海
腰
活
顕
層

M7.6の
震源

2
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太郎田 真理

1月 1日 ,

令和 6年、大災害の幕開けとなりました。犠牲となつた尊い命 r辛いです。謹んでお

悔やみ申し上げます。また枚災された皆様に心よりお見舞い申し上げます。

発災時、私は白山比畔神社様の大きな拝殿の一段高い所に座うてました。祈榜の祝

嗣が始まつてまもなくのこと。参拝者の携帯アラエムがあちこちから鳴り、強く長い揺

れ。祈祷は中断。視飼中のことだっただけに、地球環境を破壊してきた人間界へ神様

からの成めなのだろうかと受け止めながら散乱したお供え物を神職に手伝つて片付

けし、新祷が再開。再開中も余震がありましたが無事終了。

堅牢な建物に居たれ、大惨事になつていたとIま思いもせずSNSに上がっている写真

に唯 驚々愕霞。金沢に戻り、事務所のパソコン関係は問題なく落下物も少なく安増し

つつ自宅マンションに帰ると、書棚力〔倒れ食器が飛び出しグチヤグチャ全今も断水中

:!

家具が倒れる大きな音。ガラスが粉粉に割れる音。想像すると恐怖です。里親としご

緑を頂いた猫はⅢ犠りでどんなに賄い思いをしたのか三日経つた今も怯えています。

3日午前まで金沢市内巡回し個別対応してましたのでマンションの片付けは中 進々

みません£で 1日 2度 .タンク1こ水を汲み運んでます。蛇日から水が出る有り難さをし

みじみ感じまする●

マンション私有地まて'は水は来ており公共ライフライン復旧が優先の為しばらくこの

生活は続きそうです。

水が出ない生活は不自由ではありますが能登を忠えば擦り傷::そして不自由不便

から多くを学んでおります。ご心配やお見舞いのメッセージを多く頂き恐結至瓶です。

今年も宜しくお願い致します。

太郎歯真理

と全担壼年能登半島地震

圭駈基 1空登建翌 圭重担塁邑全≧員△基旦奥選

‐~―

_

元
日
に
能
登
半
島
を
要
っ
た
最

大
羅
度
７
の
地
震
か
ら
２
週
間
が

過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
１０
日

現
在
で
死
者
は
２
０
３
人

（災
害

関
連
死
７
人
を
含
む
）、
連
絡
が

と
れ
な
い
安
否
不
明
者
は
６８
人
。

避
難
者
は
２
万
６
１
８
１
人

（９

日
、
石
川
県
内
）
に
の
ぼ
り
ま

す
。
道
路
の
寸
断
な
ど
に
よ
り
孤

立
状
態
の
集
落
も
残
さ
れ
、
い
ま

だ
に
被
害
の
全
容
が
わ
か
り
ま
せ

ん
。
　
　
中
川
亮
、
栗
田
敏
夫
記
者

６
日
、
記
者
が
甚
大
な
被
害
が

出
た
石
川
県
珠
洲

（す
ず
）
市
内

廷
入
る
と
、
家
が
ま
る
こ
と
つ
ぶ

れ
、
が
れ
き
と
瓦
屋
根
だ
け
が
残

る
な
ど
凄
惨

（せ
い
さ
ん
）
な
光

＼‐く

登

景
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

「最
初
は
普
通
の
検
揺
れ
だ
と

思
っ
た
が
、
数
分
後
に
激
し
い
揺

れ
が
き
て
、
『も
う
死
ぬ
』
と
覚

悟
を
決
め
ま
し
た
」
と
振
り
返
る

の
は
、
県
立
飯
田
高
校

（珠
洲
市

内
）
に
避
難
し
て
い
る
会
社
員
の

佐
藤
勝
之
さ
ん

（４９
）０
「津
波
で

壌
日

・　

倒
８
は

一

家
ゴ

Ｆ
る

亀
監

　

　

ｒ

」

、

泥
水
が
自
宅
の
玄
関
ま
で
き
て
い

た
。
家
は
倒
れ
て
い
な
い
が
、
一

歩
で
も
踏
み
入
れ
た
ら
危
な
い
状

況
だ
」
と
語
り
ま
す
。

能
登
半
島
で
は
７
日
か
ら
各
地

で
雪
が
降
り
、
厳
し
い
寒
さ
に
。

新
型
コ
ロ
ナ
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ

な
ど
に
感
染
す
る
人
も
出
て
い
ま

す
。

倒壊した家屋。一帯は地

震による激しい揺れと津

波 に襲われま したこ 6
日、石川県珠洲市飯田町
(3浸影 。中チ十1亮言こ者 )

口

能登半島地震の主な被害
10目年前 93き現在 (選雄者は9日現在,

蘊
竃
鰹
鞠
坤熱

訂
鶴
頚
矯
鍍
楽

徽蜘　働脚味韓磁Ｐ呼巧前申酔臼授

眈石ヽ　はいれません一

＼
、デ

死者 安否不明 避難者

二
=i191人

 20人  S342人

!て上野31 人  43人 t万2012人
――
:二I.齢 3人  2人
20人

5人  2人
2人

1人

2898人

2198人

1758人

825大

103人

辞重至督聾軍追203ズ 63人 2万6181人
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新年畢々 、協登地方t残った大地歳、

機災地の曹韓お住義はありとせんでしたか?

亭彙所や闘違施設、還理卑等の紋書はありませんか?

スタツフの方々 や利用者さんは大丈夫でしたか?

口を追うごとに機を柔魅の大警専お増明していぐ 、書た東■なら後療0中で1さをおヽし不安

な樹々 をお違ごしかと森じております。どうで毎祭二f。

当協会加盟口体でもあ心f機愛障害者支狼ゃわめ盛基金Jでは様々 なH体とも違場し,爆命
の輸機収集、丈後括働を行ちでい土子i

機業始の浄嫌̀史換を毒する事がありましたら、どうで,め離 金に違帯してみてください。

枝愛地の団体等とりつながりがありましたらⅢ建体をとうて籠 をお密せくださぃぅ

どうでようし(お顧いいたします。

ゆめ風基金違縮先

電曽と06‐6と24注7702 FAX 06‐ 632:iS162

MttII:infoayumekaze監

“

m

〒ることiう。こと大蕨十五捷hi遺工おil11ことことユ}oこ

?024年 :博サ日

由歯砕書奢走翔鵜行務強会事務局

第二種郵便物承認 HSX(かがやきNo.94)通巻5886号  2024年 2月 15日発行

住まいや身のまわりのこと

◆  「権受 証萌EJは、住宅が被書にあったことを証明するものです。生活
再建支援金の申舗、税金の激発、各種の醸資の申開などに必要とな心堀含

があります。

・ 持ち家に限らず賃貧住竜の僧主も申請が可能です。また、住民票がな
い場合でも実際に居住していれば申請が可能です。
・ 梗害にあった住家のみが対象となりますが、南団によっては、住家以
外の建靱・構築物・自動草・家員オなどが災害による被害を受けたととの
証明として「被焚証明書」(市題により「根災届出証明番」、「経奨 届出
証明書」の毬称)の発行も行つています。

◆  片付けや修理の前に、家の機害状況を写真 (カメラやスマホ)に撮
つて保存をお願いします。

市隠からの 罹受証明書の麒得や保険会社への損害保F寅請求する際に
役立ちます。

・被害箇所は蒲れなく掘影する.
e写真は家の外と中の写真を撮りましょう。

・家の外はなるべく 4方向から撮りましょう (浸水した場合は深さが分か
るようにメジャーをあてて全体を写した遠景と、目盛が読み取れる近景
を撮影 )。

'家の中の被書状況雪要は、

(1)被災した部崖ごとの全景奪真、
(2)被害箇所の「寄り」の写真を撮影しましょう。
・撮影日時を表示できる場合は、日時設定を重確にしておく。

◆ 羅災証明善の概要については、内閣府ホームベープ (下記 URL)をど

覧ください。

(URL】

とヽユし豊li▲聖豊虹■ea二_畿ェニ電生基典 生堅虹上r壁と二聖ュ笠:・_どI

1

と

,

急啓 1月 1日御地方能登半島で地震が発生し、被害が甚大で、

貴会は如何でしょう海、

お見舞いに参上いたしたいところですが、遠方のことて意に任せず、.i

ますは募金をさせていただき、書中をもつてお見舞い申し上げます。

竹下様  募金とお見舞いありがとうございました。事務局 上日 勲
草々

石川県OPLL友の会 上口 勲様
静岡県脊柱革刀帯骨化症友の会

会長 竹下 正

10 的
11
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～2024年 年賀状～

Oた くさんの出会いに感謝と感動 緑の地球に平和の春を一 辰年 正月
ゆるゆると体に気をつけてやぢてね一。            oK

ありがとうございます。

O友の会、ちっとも進んでません。病院に友の会の案内を貼ってもらいましたが !パッチ
ワ‐クとパソコンを習いに行き、ポランテイアに構を出しています。福井県代表 kT

応援しますから何でも相談をしてください。

Oいうも「かがやき」ぁりがとうございます。お体に充分に気をつけてご活躍くださいST

Oいつも何時もありがとうございます。                    MH
O今年も幸福な良い一年になりますよう願っています。             AY
O病の進行なのか単なる運動不足でかわかりませんが段々と歩けなくなっています。OS

年の性か、OPLと の性かη手足がゆるゆるとしか動かなくなっています。

Oまたまだお元気て'事務局がんはってくださぃね !               AM
できる限り頑張ります。

Oお元気ですか?右川県OPLL友の会のますますのご発展をお折り申し上げます。HY
O何時もお世話になっています。昨年は4回も入院が重なり最悪の年でした。   MM

0 ・柿もぎの 共同作業も 息合わず' TK

第二種郵便物承認 HSK(かがやきNo,94)通巻 5836号  2024年 2月 15日発行

○今年は「甲 辰」竜が昇るような良い年、希望の年です。昨年は無事に越されたのも皆

軒のお陰と思っています。 今年は仕事に、ピラテイス・ヨガ、絵に精進し、文筆にも
挑戦して、成長する 4人の孫と頑張る息子達に負けぬよう元気で頑張って行きたいと思

います。感謝感謝です。                          MM
O還暦を過ぎ、驚くほど急激に衰えを実感しつうつも、出来ることを少しずつやりながら

一日一日過ごすようにしています。2023年 愛犬日本訓練チャンピオン競技会は当日
だけ上砂降りで01つの敢闘賞。目標があるから頑張つていられるとしみじみ感じます。

夏も今年 10才、杏を迎えて元気を取り戻してくれるといいな～ (笑)      MT
O昨年春に入院、手術とリハビリで会議に出席できませんでした。今年は皆様とお会いで

きるよう願つています。                           OY

拝啓 新しい年を迎え、皆様方にIま、益々お元気でお過ごしのことと存じます。日頃
からのご厚情に心から感謝中し上げますG

新年早々、大地震が能登半島を中心に石川県を襲いと大な被書が発生しましたし

お亡くなりになられた方のご興綿
~を
お折りするとともに、被災された皆さんには心

よりお見舞い申し上げます。なお、予定していました「2024ひもの義昭 。新春の集

いJは中止とさせて頂きますので、あしからずご了承ください。

さて、能登半島地震により衆院解散・総選挙はさらに遠のいたように思えます。

岸岡首相は、経済の立て直しで政治の信頼回復に努めるつもりでしたが、その前に

政治資金パーティに係る「政治とカネ1問題に国民が納得できる答えを出せない限

り、自民党の存統はないとまで言われています。私を含め、自民党への厳しいご叱

費を覚悟し′卜かければならないと感じますが、これからも「経験と刷新力Jにより、

皆様の期待に応えることができるよう全力で頑張り抜きますので、変わらぬご支援

を叱咤激励を賜りますよう心よりお願い中し上げます←

それでは書中ながらご 卜同様のご健康、ご多幸をお祈り中し上げ、ごあいさつとさ

せていただきます
“

令和 6年 1月吉日

敬其

石川県議会議員 ひもの義明

ご無沙汰をしております。

元旦に発生した能登半島地震、新聞テレビなどで大きく報道されていますが、 lヵ 月近

く経過した今でも発災直後余り変わらないような映像を見ることがあり、被害の大きさ

に驚くばかりです。ご親族、友人の方々、それに患者会の会員の皆様の中にも被災され

た方がいらっしゃるかと思いますが、出来るだけ早く元の生活の戻れられるように願う

ばかりです。          二重県 嶋田忠彦
※能登半島地震のお見舞い、国会請願署名と募金ありがとうございました 上国 勲

歩・
)

O穏やかな1年になりますように 1!

0お元気ですか? 私は散策で元気に頑張っています。
080歳を越えて毎日気力との戦いです。がんばりましょう
0何の役にも立たず すみません。

HM

KY

やまI言うし

府

O感謝の心たくさん伝わりますように           ・         TR
O明けましておめセとうございます。昨年末免許更新の高齢者講習を受けました。認知機

能、運転機能共に正常でした。今年から3年間安全運転に務めます。      RT
できる物なら運転免許証は持つていたほうがよさそうですね。
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上回勲の身体のこと 2024年 1月 ol歳鸞か月)

能登半島地震の影響ではないが令和6年 1月 2日から右肩が痛く 脊椎脊髄外科てい1
月 11日 の診察で注射したが効果無しでした。

1月 12日整形外科で診察 レントゲンの写真の結果 5年前より右肩が悪くなっていると言
われ注射で 4日間は余り痛くなかったがその後又痛くなり、1月 25日 に2回 目の注射で

撤痛はなくなつたが有腕が痛い。次国は違う注射をしなければならないようだ。 様子見
少しは楽になりました。

パプコンのマウスが握れない。左手で握れば思うところに動かない。1回に lo分程度のパ

ソコン使用で休憩しながらやるよりしかたがないようだ。医師の話では次は腰が痛くなる

そうだ。怖い♂

頸椎後縦靭帯骨化症と胸椎後縦朝帯骨化症と胸椎黄色朝帯骨化症があり、手術は難しくて

出来ないと言われています。胸推前縦朝帯骨化症もあり、1本の骨になうているから身体
が固くお尻に手が触れる位です。お店屋さんで釣銭を賞うと必ず落としてしまうので20m
X30c由のビニール袋に入れて賞っています。恥ずかしい′

20年前にオシッコが出にくいので泌尿器科を受診したら前立線肥大症と診断されました。
そのまま17年お薬を飲んでいましたが。3年講に前立腺癌と診断され、大学病院と町の泌

尿器科医院を受診して今はオルモン療法を行つています。順調ですが治づたわけではなく

抑えているだけだと言われています。最近軽いオシッコ漏れがあり、ケサパットを使用し

ています。恥ずかしい′

持病に慢性気管支炎があり、20年位お薬を飲んでいます。お薬を辞めると肺炎の疑いがあ

り、大きな病院で検査して下さいと言われます。咽喉が通りにくく飲み込みが悪くタンも

でます。

視力ですが体調の良い日と悪い日ですごく違います。自動車学校での検査では

右0, 7左 0, 3で した。体調の良い日に免許更新しなさいと言われました。

眼鏡屋で検査したら右0,7」 左0, 8で した。両眼で0, Bです。合格ですね。

夜の足の痛みは眠れないので痛み止めのお薬を飲んでいます。

タリージェと芍薬甘草湯とエチガラムと貼り薬です。

第二種郵便物承認 hSK(かおiやきNo`94)通巻5836号  2024年 2月 15日 発行

低料第二種郵便物の不主利用事件か

2岬8年碑辟第二種郵便を患用して大量のダイレクトメ‐ルを発送するという事件が発党し、連日大
きく報建亡れました,これらの報道を受けて加盟団体に注意を促すべく以下を発信しました。.               (以

下関西定協ニュースNoB6 2008と ‖,20発行より抜粋)

だまされなぃで!

不正利用は許さない!

この制度を守り抜きましょう:

編集団t本の曽様におかれましては、お元気にご活躍のことと存じ
=す`

今回、すでにご存知のことと思いますOk新聞等で報道されている(次ページ新聞記事拳照)「イ氏料・第
二種部使物」の「悪用Jに関して、当協会としても怒りを覚えるばかりです。

ど
'1「
援ぷ擦三揺郵授尊|●制度iまヶl繁奉等 1瑶幕ニユ学デとこ東京を中心iと :き要,こ

fⅢた黛書輩譲体が、崇特の官房長言〔通重接会■て要望 1´′ていく訂から持ま4.持て1
漱 (瑶稗とこ雫:i工、と4爾体連峯〔i'要華婁士糧鍵rをい女葉吟一部ととィて『私連繭体
ご〕喪せ〒と■を■心.定熟及び下室燃尋税行義:1、 私連す}櫂五分友情逆速帯を探う、お

‐9

揺Itこ臓妻とド託:→ てIヽ ii・で女くことこみで事なと`与的です´豆愛身体障害の■み、は

と二す,ど家士`も基ることり農未な子`神踊|と を'4,てはi手元iこ屋く雑誌、及び会報が軽一

r}生きがいで査干与遠とみいますc
:低料第二種郵便物ど●制度は,本さな車の機の障害者種体が二と―スを発塙と,

■ッ|フータを集き与薄弁たちず,未柔と社会を築いていく発どユ大要なものです.■命

翻衰を撰準拓き,またそ0芸後ヽ、郵斜料金E,値主:デや郵政畳営化の話が浮上す尋と、

すぐに誨係省芹fここを通び工舎熱度骨!専続,こ舟を点くされてきて与ヽる東京め焦害者咽

粛宝鐵碧イ〒協協会fl方々
'|テ

ミオを_暮ぶ́亀事無く、また強恥て鋼芝●大努さを実感と….

.|メ.なさまと喜工上こ帝)報寅 (と.■)科後
'ユ

守毒 っ゙て七iき t予
―と患います。

また、今耳枠企業鈴ダイ iデ rト メーメIイ等齢「悪器送ほ
r,と lてこま、弱習障害者定無為

行物鶴会転、紺霊編集濾学
'IIま

事務みごと紅総会章ニュース紙苗でお伝え れヽ また新

規入妾名焼き時点と、こ,幹 「儀料筆三鞭郵擬鞠f組度の説義及ぴ、れ霊条件、手ダィ予
・す

■メーR7織禁1等 :こ今■て:=Ⅲ 詳t〈 読税させていただ予1'こ鷲吟表す1.

19銘 年 〔第 1$剛総会議書千!Iて義昔
'1こ

な、当導安
'こ

テ,景盟され・fいま!た 登蜂1.
ニューナミデ1守に,企業分ダイ Iデクトメー荘・が鶴嵐づ‐るとi吟事籐が起きまと́ .々.長と
が間違とヽほ気持者、すぐ(1二そむ瓢体:こは算―慈科全で尊授料金を拙 みょう1と妥静と,

震船郵便局に低掛第二種料金との差額を極ⅢtWとすヽつ
‐
こと、1■ Ⅲ、そう躍舛工■Ⅲて■

=
責事僚聴験を行い調査検討と′・た織桑.協会加輩資格trilれ て乳会時壮幾守 :「 登Ⅲ…1事
て鵞学不適報と4野,と 、「除4と と,すた縄地贅,あ争立す

この記事は関西障碍者定期刊行物協会2024年 1月 10日発行からの低料第2種郵便物制度改革に
向けた取り込みから抜粋しました。
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2009年 3月 1日  北日本新関

2009年 (平成21年 )3月 1日 日曜日 日封とウ

第二種郵使物承認 HSK(かおiやきNo.94)通巻5836号 2024年 2月 15日発行

【智・集 俊1盟

※2024年国会詰願署名用紙ば会員に会報「かがやき93号」に掲載しましたが1月 3
0口現在1通も事務局に届いていません。2月 15日まで受付しますので送つて下さい。

今回は能登半島地震の影響と事務局の体調不良で活動ができませんでした。毎年同じ署

名活動で署名も個人情報もあり、難しくなつています。

豊生上上≧_ユ生名十  募金  11.000円 f丁正あり

渓能基半島地震の義援金や募金もしたいのですが未だ奥能登地区には郵使が届きません、

ので今後考えて虜けます。1月 30日現在  義援金は2月 20日 まで巽付
今年4月には運転免許証も返納の予定ですが、認知症テストは合格、運転免許習得者等教

育は終了証明書をもらいました。4月 までの体調により考えます。免許書だけでも持つて

いた方がよさそうですね !今年度は出来る限りの役目は果たす予定です。

今年は 1月 2日から地震の影響ではないが右肩が痛く、右娩も痛くて上がらない状態で

す。整形外科で痛み止めの注射を打てば2～ 3日は楽になつたが又元どおりの状態です。
パソコンのマウスが持ちにくく文章が作れないのです。誰か助けて下さい。

会員さんから「会報Jを読みたい、待ち遠しいたするには? 交流会をもつと充実させ交
流会の報告を魅カブップ出来ないですか?

「ゃればできる」 + 『よしやつてやろう』出来ないことは無いはずだPP
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郵便会社が49億請

令和6年1月 25営現在

会 員:67名 (未納4名 )
賛助会員■0名 (未納4名

退会者■名、入会者 0名

0次号「かがやき 95号」の発行は5月 30日頃で

す。皆さんの趣味、近況便り、体験譲などの投稿

をお待ちします。

0会報作業、編集を手伝つて頂ける方を募集中

3年間会費 未納の方は自動退会とします。

☆令和5年度「会費」納入「賛助会員と加入継続、寄付金のお願い

石川県OPLL友の会は、活動を援助して下さる「賛助会員」を募集して予ヽます。

また、活動を進めるための大きな力となる「ご寄附」も、よろしq襲賢いします。

賛助会員は1口 lザ醐 円(何口で亀申し受けます)

令和4年度会費、今和眸 度会費未納の方鳳損込用紙を同れ ています。お早めに納入して下さい。

会の連営には重要な資金です。(すで酪 入済の方に振込用紙が入った場合はご容敷下さい)

OPLL募 金活動もしています。 ～書柱靭帯骨化症をなくそう～
虐

この記事は KSK関西障定協通信 2024年 1月 10日 発行です。

4
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●
H

OP止 基金 振込先 :北国銀行
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石 川 県 OPLL 友 の会 第 23回 定 期 総 会

)13:00～ 13:40

(後縦靭帯骨化症、黄色靭帯骨化症、前縦靭帯骨化症等に類似する患者家族)
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牧野孝洋先生 略歴
20弼 有1 大阪大学|(学部事業、大阪大学に学部附属病院BFt多医

」lf11年  大阪耶,|を生会軒t'こ病院 伴形クト科
望('(5年  ブく阪船員保険hl監i 準形

'卜

‖

JXお 年 ブ、阪″ド′l二年金痴1銃: 半Лチタト科
彦tX)ヽ 年 同、上サ占院織帯i大駐てI常医瞭センター

・
挙チレ外在|

2013年  大阪大学糀形″Ⅲll半数室
2021年  甲下rt ttlfi病院 学影休付I
す

"幅
学会

日本準
'レ

クト引守王さ

ロオ(7下打,脊機病学会

日本体椎インスト■川ィメンテーシヨン学会 (評議員 )

日本性序クトrH超 IⅢ波学会

予〔↑各

日本中出I〔股機認定生呼マヽ■1専「写L
日 4(li4,形休;11iF:1:予 !うと,手 1常 干ド,1オ占十二    :‐・

.―

':―

―:L■

Hホ単形クト,Iャ,余 f惑 ,ここ|を工 |'7tリ テーション,i

Ыホ脊雑脊仙lf■ユせ11,こ 持竹介f強クト科指導医

日′■申円膿機樹 .i感 ,こ rl絲 洋→ζ
'ヽ
砒 すPl伝

大阪 OPLL友の会会誌より転載

―
==lit―
_ 5/19(日

;増い う

医療法人社団 牧野整形外科医院
2022年 5月 より院長
小松市 4丁町ろ3番地 1     1

令和 6年度医療講演会 (′ム`開講座)
(会員でない方の傍聴も歓迎します)

講葬師は ゎたしたちの強い味方
小松市牧野整形外科医院□脊髄外科

院長 牧野 孝洋先生です。

磯

「脊柱靭帯骨化症～骨 (脊柱)と神経 (脊髄 )

らみた症状と外科治療～」

ミ.o761‐ 43‐123C

★☆☆★★★★★★★★★★★★☆★☆★★☆★★★★★☆★☆★★☆★☆★★★★★★☆★★★★★

今回、講演会の会報誌措 lJtにあた
')、
独野先生には大変お世話になりました9

出来るだ1す先生の生の声をそのままえ宇おこしし表記しておりましたが、牧野先生の校正に

より、より読みやすくわかりやすい内容となってお ります
=

i古演会に参加さ,1た 方、参加出来なかった方々にも故めてもう ・度じっくりと読んでいたた
けたらと思とヽますて

会報誌作成の新入ですが、大変勉強になった文字おこしでもありました。

牧野先生、ありがとうございましたる

★★★★★★★☆★★☆☆☆☆★★★★★☆★★★★★★★★★★★☆★★★☆К
苺
★★★★★★★★

5/19

近江町いちば館 4階 (集会室)

金沢駅より徒歩 20分 1.2km

北鉄バス 金沢駅東口 (兼六園口)」 6番～ 11番

乗り場から2つ 目の武蔵が辻バス停下車、

右前のエレベータで 4階へ

(公共交通機関をご利用下さい。)

駐車場 :有料です。

EおHい合わせ] TEと ,円ま 076-262-9686

主催 石川県 OPLL友の会 携帯090-3765-0340

(Iヨ )14:00～ 16:00
会場 :金沢市近江町交流プラザ (金沢市青車町88番地) ド

ド
ド
ド
ド
ド
ド
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ド

●病気や手afに関しての講演は、多 聞々いてきましたが、神経にまでなかなか説研|されることがない中

ちゃんと聞けたのは1性かったとただ、やはり神経の回復はまたまだ厳しいとのことし解り1,日彼への

道、よろしくお願いします子

●牧野先生の辞演内容はわかりやすく、新午号のブロフィールにも「キかれていました診容の際に心がけ

ていることとして『 !命i像を治すので1まなく1米|ってととゃ二、

=k撃
圭
=や
垂ユ雙 芝こ■ lf』 木璃に参加Iさ

れた11さ A′の質問にも患者さんに寄り添つてくれる医師だと感銘いたしましたこ

●突際の手術のビデオもあったのですが、意′アトとみなさん児られいて白ケ,も こういうた手術をうけたC
かtと知ることが出来てよかr)た ,

大阪 OPLL友の会か ら会報「かがやき 88号 Jに転載の許可 をもらい掲載 しました

後授 申話予定  石サtl県、金沢市、1ヒ國新聞社、北陸中日新聞社           S
ド

ドドドドドドドヽ ドドドドドドドドドドドドドドドFドミ戸ドドドドドドドドドドドドドFドドドドドドドドドドド

露〕I! 粗

脊柱靭帯骨化症患者家族集合

こ案内図

燭 II

鯨 仏 H
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社会が変わる時こそ 体力・気力非蓄えましょう  st

余力があれば周囲の人々に手を差し伸べることが出来ます。

「財産は自分の体ょと自覚し生活配や健康面で′ミランスを崩、さない工夫が

特に必要な私達ですコロナ流行も何とかやり過ごし会の日常 (交流会など)

を取り戻したいものです。

人工知能や とT等の急激な技―
の進展、医療体制0充実や医学の進歩、

生活水準の向上により、健康寿命が延伸し「人生100年時代Jを迎えて
います。    患者や市民の声を医療機関に D● ●
OPLLを乗り越え「ニコニコ100歳J痛くても頑張りましょう:l i.K

提供 :石川県観光連盟

お気に入りの見附島

島の形が軍艦に似ているところ

から別名「軍艦島」とも呼ばれる

高さ28mの奇岩。能とのシンボル

としても有名で、また見附島から

昇る朝日は絶景で一見の価値が

あります。

珠洲市宝立町鵜飼

写真は3年以前のものです。

令和6年能登半島地震では、

崩れて島の形は変わつています。
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